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大阪府農業会議の職員も同行した平成29年度農地パトロール（南地区）

都市農地は大切な地域のオアシス 
「ねやがわし農業委員会だより」は再生紙を使用していますム
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平成29年度農地パトロール結果集計表

市街化 区域 �市街化 調整区域 �合　計 

無断転用 �件（筆）数 �1（1） �0（0） �1（1） 

面積（而） �869 �0 �869 

遊休農地 �件（筆）数 �6（14） �4（4） �10（18） 

面積（ポ） �5，655 �3，617 �9，272 

雑草が繁茂する生産緑地

指導文書発送後、除草されたことを確認

きれいに耕された農地。農家の方に声をかける

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

遊
休
農
地
等
約
9
3
脾
・
を
確
認
　
今
後
是
正
指
導
へ
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農
業
委
員
会
で
は
、
1
0
～
日
月
に
…

か
け
て
市
内
農
地
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
無
断
転
用
や
遊
休
農

地
約
9
3
雪
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
、
無
断
転
用
等
の
農
地
所
有

者
に
対
し
て
は
、
改
善
さ
れ
る
ま
で

是
正
指
導
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

今
年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
も
、
例

年
ど
お
り
市
内
を
旧
村
単
位
の
5
地
区

に
区
分
し
、
そ
の
地
区
内
の
担
当
農
業

委
員
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
班
を
編

成
。
1
0
月
2
3
日
に
西
地
区
、
日
月
6
日

に
東
地
区
、
北
地
区
、
水
本
地
区
、
7

日
に
南
地
区
を
巡
回
し
ま
し
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
発
見
し
た
無
断

転
用
等
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に
対
し

て
口
頭
や
文
書
に
て
是
正
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

是
正
指
導
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
固

定
資
産
税
課
や
都
市
計
画
部
局
、
大
阪

府
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
対
策
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は

農
地
法
第
3
0
条
第
1
項
に
基
づ
く

利
用
状
況
調
査
を
指
し
ま
す
。
年
に

一
回
、
市
内
の
農
地
す
べ
て
の
利
用

状
況
を
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
是

正
指
導
を
行
い
ま
す
。
農
業
委
員
会

で
は
、
各
委
員
が
普
段
よ
り
担
当
地

区
内
の
農
地
の
状
況
を
確
認
し
て
お

り
ま
す
が
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、

大
阪
府
農
空
間
保
全
地
域
を
含
む

「
市
街
化
調
整
区
域
内
農
地
」
と
、

市
街
地
の
中
の
緑
地
機
能
な
ど
多
面

的
機
能
を
果
た
し
て
い
る
　
「
生
産
緑

地
地
区
指
定
農
地
」
を
重
点
的
に
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

除
草
な
ど
早
め
の
対
応
を

遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
耕
作
の
継

続
を
指
導
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
つ

つ
も
、
所
有
者
の
高
齢
化
や
、
様
々
な

事
情
で
耕
作
で
き
な
い
場
合
に
は
、
近

隣
の
迷
惑
防
止
の
た
め
に
も
除
草
を
指

導
し
て
い
ま
す
。

所
有
者
の
方
は
、
自
分
で
除
草
で
き

な
い
場
合
で
も
、
家
族
に
お
願
い
す
る

な
ど
、
早
め
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
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農地取得時の下限面積を 
現行どおり20㌃で決定 

寝屋川市で農地を取得する場合には、現在

耕作している農地（小作により借り受けて耕

作している農地を含む）と新たに取得したい

農地の合算が、20㌃（2，000Ⅰポ）に満たな

ければ、耕作目的での農地取得ができません。

この面積を下限面積といいます。

この下限面積が適正であるのか、9月に農

政企画委員会を開催して協議し、10月の農業

委員会総会において、現行どおりとすること

を決定いたしました。

お知らせ掲示板

寝 �屋川市農地の賃借料一 �情報 
（10aあたり） � 

宅地や駐車場など、農地を農地以外の用途

に転用する場合には、宅地造成をするまでに

許可申請（市街化区域内の農地転用は届出）

が必要です。特に市街化区域内の農地につい

ては、農地転用の届出をされずに造成行為を

されてしまったものが多く見受けられます。

農地を転用される場合には、事前に農業委員

会まで許可申請（届出）の手続きをお願いし

ます。

あなたの近くに元気な農家さんはいません

か？自薦・他薦は問いません！一人では恥ず

かしい…団体さんも大歓迎！農業委員会事務

局員が取材に伺い、農業委員会だよりに掲静

します。皆様の元気な笑顔をお待ちしていま

す！（本誌6ページに記事があります。是非

ご覧ください。）

農地法第52条の規定に基づき賃貸借された実勢の賃借料（平成28年1月から12月までの

締結）を集計しましたので情報提供します。賃借料を決定する際の参考として御活用ください。

なお、この「賃借料情報」は、実勢の集計値であり、拘束力はありませんので、実際の契約の

際には、貸し手と借り手の両者でよく協議したうえで締結してください。

地域 �平均額 �最高額 �最低額 �データ数 

市内 全域 �22，017円 �35，361‘円 �0円 �29筆 

賃借（旧小作）関係にある農地について

（∋　賃借（旧小作）関係にある農地を合意解約する場合は、解約した日の翌日から起算して30

日以内に農業委員会へ通知を願います。

②　賃借人（旧小作人）が死亡等の理由により変更になった場合は、農業委員会への届出を忘れ

ずに行ってください。（相続が重なると手続きが煩雑になります。）

－3－
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1‾二・1二㍉∵‾1‥、こヽ　　r‾∴∵ト、r．‾　∴　■

●調査期間：平成29年10月11日～20日

●対象者：326人

●回答数・回答率：171人・約52％

●面積要件の引き下げについてどう思うか

回　　答 �回答数 �●● 

①良いと思う �46 �32．4 

②どちらかといえば良いと思う �30 �21．1 

③あまり良いとは思わない �5 �3．5 

④良いとは思わない �4 �2．8 

⑤わからない �37 �26．1 

⑥未回答 �20 �14．1 

●生産緑地の指定が可能になった場合、受けたいか

回　　答 �回答数 �％ 

（D是非受けたい �19 �13．1 

②前向きに考えたい �29 �20．0 

③もう少し考えたい �28 �19．3 

④受けたくない �26 �17．9 

⑤わからない �22 �15．2 

⑥未回答 �21 �14．5 

4

生
産
緑
地
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

面
積
要
件
の
緩
和

新
た
な
生
産
緑
地
地
区

指
定
の
要
件

「
同
一
の
街
区
」
ま
た
は
　
「
隣
接
す

る
街
区
」
　
に
存
在
す
る
複
数
の
農
地

で
合
計
面
積
が
轡
m
以
上
と
な
る
も

の
　
（
一
団
の
農
地
を
構
成
す
る
個
々

の
農
地
の
面
積
は
1
0
9
m
が
下
限
）

生
産
緑
地
法
の
改
正
に
よ
り
、
生
産

緑
地
地
区
　
（
農
地
）
　
の
面
積
要
件
を
条

例
に
制
定
す
る
こ
と
で
、
轡
m
か
ら
5
0
0

2
m
未
満
の
範
囲
で
定
め
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
よ
り
小
規
模
な
農
地
も
災

害
時
の
避
難
場
所
や
生
活
の
中
で
身
近

に
縁
に
触
れ
合
え
る
場
と
し
て
、
緑
地

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
生
産
緑
地
地
区
の
面

積
要
件
を
轡
m
以
上
に
引
き
下
げ
る
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
産
緑
地
地
区
の
面
積
の
一

団
性
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
生

産
緑
地
と
し
て
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
農

地
に
つ
い
て
も
、
指
定
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
．

生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指
定
の
希
望

者
は
、
都
市
計
画
室
の
窓
口
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
都
市
計
画
圭
】

寝
屋
川
市
役
所
本
庁
3
階

都
市
農
地
の
保
全
に
関
す
る
意
向
調
査

を
実
施
し
ま
し
た

都
市
に
お
け
る
農
地
の
計
画
的
保
全
及
び
都
市
農
業
振
興
等
の
観
点
か

ら
必
要
な
対
応
方
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、
産
業
振
興
室
と
農
業
委
員
会

が
協
力
し
、
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
対
象
者
は
、
今
回
の
生
産
緑

地
制
度
改
正
に
よ
り
新
た
に
生
産
緑
地
指
定
が
可
能
と
な
る
農
地
を
所
有

さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
そ
の
結
果
、
生
産
緑
地
地
区
の
面
積
要
件
を
引
き

下
げ
る
こ
と
に
前
向
き
な
考
え
を
持
つ
方
が
半
数
を
超
え
て
い
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
農
業
委
員
会
会
長
か
ら
寝
屋
川
市
長
に
対
し
、
面
積
要
件
を
引

き
下
げ
る
よ
う
意
見
を
提
出
し
ま
し
た
。

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

行
為
制
限
の
緩
和

こ
れ
ま
で
は
、
生
産
・
集
荷
・
貯

蔵
等
に
用
い
る
た
め
の
施
設
の
み
設

置
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地

域
内
の
農
産
物
を
用
い
た
物
品
の
製

造
・
加
工
・
販
売
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の

た
め
の
施
設
を
設
置
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
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11月21日に表彰式が行われました。

受賞者の皆様、おめでとうございます。

厳正な審査により、各賞が決定しました。

－5－

平
成
2
9
年
度
寝
屋
川
市
農
産
物
品
評
会
が
、

（
木
）
　
に
市
立
中
央
公
民
館
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

日
月
9
日

に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
6
8
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
大
阪
府
知
事
賞
に
近
藤
伸
哉
さ
ん
　
（
国
松

町
）
の
ね
ぎ
、
寝
屋
川
市
長
賞
に
中
村
治
彦
さ
ん
（
美
井
元
町
）

の
さ
と
い
も
が
選
ば
れ
る
な
ど
、
1
2
点
の
作
品
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

愈
大
阪
府
知
事
覚
［
ね
ぎ
］近
藤
　
伸
哉
（
国
松
町
）

癒
寝
屋
川
市
長
覚
［
さ
と
い
も
］

中
村
　
治
彦
（
美
井
元
町
）

薗
北
河
内
地
区
農
業
委
異
各
連
合
会
会
長
覚

［
れ
ん
こ
ん
］

土
井
　
友
重
（
高
倉
一
丁
目
）

薗
北
河
内
地
区
糞
研
究
ク
ラ
ブ
遣
協
要
含
量

［
キ
ャ
ベ
ツ
］

中
井
　
正
男
（
寝
屋
一
丁
目
）

薗
努
力
貿
　
［
ぇ
ぴ
ぃ
も
］

溝
口
　
　
透
（
太
秦
元
町
）
、

愈
努
力
覚
　
［
大
業
］

石
飛
　
昌
康
（
打
上
宮
前
町
）

《敬称略》

ご
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
枚
方

に
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

薗
寝
屋
川
市
農
業
泰
男
合
金
長
安

［
玄
米
］

北
山
　
淳
一
（
秦
町
）

薗
寝
屋
川
市
議
会
議
長
賓

［
キ
ウ
イ
］

瀧
口
　
　
満
（
河
北
中
町
）

唐
北
河
内
農
業
協
同
組
合
粗
Å
長
覚

［
ほ
う
れ
ん
草
］

田
中
　
信
雄
（
木
屋
町
）

褒
九
個
荘
農
業
協
同
組
合
組
合
長
糞

［
小
松
菜
］

大
西
　
昭
雄
（
黒
原
城
内
町
）

愈
寝
屋
川
市
農
政
推
進
協
議
会
合
意
貝
薗
大
阪
府
農
業
共
済
組
合
組
合
長
覚

［
紫
と
う
が
ら
し
］

土
井
　
あ
つ
子
（
寝
屋
一
丁
目
）

［
玄
米
］

奥
川
　
広
司
（
太
秦
元
町
）
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寝屋川市の元気な農家さんを訪問する「元気
ファーマー訪問記」。12［司にわたってお送りして

きた本企画が、団体さん向け「元気ファーマーず！
訪問記」となり帰ってきました。記念すべき第1回
は、高倉水利組合の皆さんが運営する「高倉とれと
れ青空市場」を訪問します！

紘壷 

．渾瀕やがん �■ 

∵恩慧＝ク…▲‘∵＿　夢攣欒繹胃騨忘芸表芸慧 

⊂：：⊃ 主ワb　日 ���鮎靂 �ぎ′梅が丘うぐいす公園 ��′ 

l 【ピL卓絶 　㌧八、－き 凝済数紆 ��転打．一芸 ふ＿一一†⊥■W 巧が 毎 藍，慧きき… ∴ ��� 

ノ† ／ �梅が丘小学校 1・、施　挑 

トクシティ梅が丘 プラムヒルズ 

6

「
ね
え
ち
ゃ
ん
、
今
日
も
来
て
く
れ
て
ん
な
、
サ
お
お

き
に
！
い
っ
ぱ
い
買
う
て
っ
て
や
ー
・
」

早
朝
、
静
ま
り
返
る
閑
静
な
住
宅
地
と
自
然
豊
か
な

農
地
の
間
に
、
活
気
あ
ふ
れ
る
一
角
が
あ
り
ま
し
た
。

午
前
8
時
、
「
高
倉
と
れ
と
れ
青
空
市
場
」
の
開
店
で
す
。

開
店
前
に
は
4
0
人
ほ
ど
の
お
客
さ
ん
が
列
を
な
し
、
開

店
と
同
時
に
5
、
6
人
ず
つ
市
場
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

売
り
場
に
お
客
さ
ん
が
入
り
き
ら
な
い
た
め
、
少
し
ず

つ
順
番
に
入
場
し
て
い
き
ま
す
。
入
場
し
た
お
客
さ
ん

は
、
沢
山
の
野
菜
を
手
に
、
市
場
の
外
で
お
会
計
。
売

り
場
の
野
菜
も
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
、
会
計
場

も
大
混
雑
！
お
祭
り
の
よ
う
な
賑
わ
い
で
し
た
。

地
域
に
愛
さ
れ
量
巾
場

「
朝
早
く
か
ら
並
ん
で
く
れ
る
子
供

た
ち
に
、
お
菓
子
を
配
っ
て
い
る
ん

で
す
よ
。
」
　
こ
う
話
す
の
は
、
市
場
の

代
表
者
で
あ
る
羽
根
田
康
弘
さ
ん

（
7
0
）
。
お
母
さ
ん
（
4
0
代
）
と
一
緒

に
来
て
い
た
姉
妹
（
7
歳
・
1
0
歳
）

は
大
喜
び
で
お
菓
子
を
受
け
取
り
ま

す
。
「
子
供
た
ち
は
、
早
く
起
き
た
と

き
は
毎
回
つ
い
て
き
ま
す
。
こ
こ
の

野
菜
、
す
ご
く
日
持
ち
が
す
る
ん
で

す
。
採
り
た
て
で
新
鮮
だ
か
ら
か
な
。

ス
ー
パ
ー
に
は
な
い
魅
力
で
す
。
」

四
傑
畷
市
か
ら
足
を
運
ん
で
い
る

女
性
（
6
0
代
）
は
「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
市
場
。
家
か
ら
遠
い
け
ど
昔
か
ら

通
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
も
新
鮮
、
お

す
す
め
で
す
よ
！
」

地
域
に
愛
さ
れ
る
青
空
市
場
。
こ

の
日
は
、
貴
重
な
地
場
産
の
レ
ン
コ

ン
が
1
5
0
円
～
4
0
0
円
で
販
売

さ
れ
る
な
ど
、
野
菜
が
驚
く
ほ
ど
安

く
提
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

毎
週
土
曜
日
、
午
前
8
時
～
1
0
時

まで。梅
が
丘
二
丁
目
「
梅
が
丘
う
ぐ
い

す
公
園
」
横
、
高
倉
水
利
組
合
の
車

庫
前
で
開
催
中
で
す
。
駐
車
場
は
あ

り
ま
せ
ん
。

「
皆
様
の
お
越
し
を
、
組
合
員
一
同
、

楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
」


